
会
長

松
本
好
治

昨
年
四
月
に
会
長
を
拝
命

致
し
ま
し
て
一
年
強
と
い
う

歳
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

会
長
を
お
受
け
し
ま
し
た

当
時
、
私
の
大
開
で
の
生
い

立
ち
を
会
報
紙
面
に
掲
載
し

て
頂
き
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い

う
状
況
の
中
、
昨
年
は
年
間

行
事
で
あ
る
藤
ま
つ
り
、
ぜ

ん
ざ
い
パ
ー
テ
ィ
を
始
め
、

各
種
団
体
の
大
開
ガ
イ
ド
等

が
す
べ
て
中
止
と
な
り
、
皆

様
に
会
長
と
し
て
ご
挨
拶
す

る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
。本

年
末
頃
に
は
コ
ロ
ナ
騒

ぎ
が
収
ま
り
、
ぜ
ん
ざ
い
パ
ー

テ
ィ
が
開
催
さ
れ
、
晴
れ
て

皆
様
に
会
長
と
し
て
披
露
目

が
出
来
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ

て
い
ま
す
。

当
事
業
委
員
会
で
は
、
平

成
十
九
年
に
第
一
回
藤
ま
つ

り
を
開
催
し
て
か
ら
一
昨
年

ま
で
十
三
回
に
わ
た
っ
て
藤

ま
つ
り
を
開
催
し
て
き
ま
し

た
。
十
二
回
か
ら
は
来
訪
者

に
甘
茶
を
ふ
る
ま
い
大
変
喜

ば
れ
ま
し
た
。

藤
を
ご
覧
に
な
る
た
め
に

多
く
の
方
々
が
、
大
開
公
園

の
記
念
碑
前
に
集
ま
っ
て
こ

ら
れ
ま
す
。
野
外
と
は
言
え

「
密
」
に
な
る
こ
と
は
避
け

ら
れ
ま
せ
ん
。
新
型
コ
ロ
ナ

や
複
数
の
変
種
ウ
イ
ル
ス
が

収
ま
ら
な
い
限
り
、
藤
ま
つ

○
会
報
「
道
」
発
行

四
月
一
日
春
号

十
月
一
日
秋
号

○
第
十
四
回
藤
ま
つ
り

新
型
コ
ロ
ナ
で

中
止
し
ま
す

○
記
念
碑
の
定
期
点
検

五
月
二
十
三
日
（
日
）
に

実
施
し
ま
す

○
第
十
六
回

ぜ
ん
ざ
い
パ
ー
テ
ィ
の

開
催
は
未
定
で
す
。

り
の
開
催
は
、
非
常
に
危
険

で
す
。

事
業
委
員
会
と
し
て
は
、

止
む
を
得
ず
中
止
を
決
定
し

ま
し
た
の
で
何
卒
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

事
務
局
長

松
本
好
弘

会

長

松
本

好
治

副
会
長

津
川

和
子

副
会
長

市
野

俊
哉

町
お
こ
し
部
会
部
長

北
川

和
正

イ
ベ
ン
ト
部
会
部
会
長

水
野

敏
雄

渉
外
担
当

辻
花

悦
子

女
性
部
会

野
村
千
恵
子

同

瀬
川

幸
恵

事
業
会
計

人
選
中

同
監
査
役

中
田

秀
雄

支
援
会
計

藤
本

賢
司

同
監
査
役

水
田

英
二

事
務
局
長

松
本

好
弘

事
務
局
次
長

笹
野

舜
輔

特
別
相
談
役

酒
井

豊

特
別
相
談
役

舩
本

正
治

相
談
役

藤
本

賢
司

顧

問

藤
井

宏
一

当
事
業
委
員
会
の
活
動
費

は
、
多
く
の
支
援
者
の
ご
寄

付
で
運
営
し
て
い
ま
す
。
中

で
も
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

毎
年
頂
く
助
成
金
（
共
同
募

金
配
分
金
）
は
、
活
動
を
根

本
か
ら
支
え
る
貴
重
な
財
源

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
昨
年
度
も
会
報
「
道
」

の
発
行
な
ど
滞
り
な
く
活
動

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

左
記
に
令
和
二
年
度
事
業

会
計
収
支
報
告
書
を
添
付
し
、

心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

相
談
役

藤
本
賢
司

令和３年４月１日
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（第34号）福島区「大開町と松下幸之助に関する事業」委員会

快適住宅の一翼を担って90余年

廣瀬建具株式会社

〒553-0004
大阪市福島区玉川4丁目13番16号

TEL (06)6441-6425
FAX (06)6441-6465

会 報

ご
支
援
に
感
謝

令
和
三
年
度

役
員
名
簿

コ
ロ
ナ
禍
に

思
う
こ
と

三井住友銀行
西野田支店

住宅ローンや資産運用、生命保険の

ご相談承り中! TEL 06-6462-1620

今
年
も
『
甘
茶
で
藤
ま
つ
り
』
は
中
止
し
ま
す

新
型
コ
ロ
ナ
の
終
息
が
見
え
な
い
中
、
残
念
な
が
ら
昨
年
に
続
き
今
年
も
大
開
公
園
で

開
催
予
定
の
藤
ま
つ
り
を
中
止
ま
す
。

令
和
三
年
度

行
事
予
定



中
央
電
気
倶
楽
部
と

松
下
幸
之
助
氏

北
区
堂
島
浜
の
中
央
電
気

倶
楽
部
は
、
大
正
三
年
に
電

気
関
係
事
業
者
が
創
立
し
た

社
交
倶
楽
部
で
、
本
館
建
物

（
三
代
目
）
は
昭
和
五
年
竣

工
で
九
〇
年
で
す
。

こ
の
五
階
大
ホ
ー
ル
で
松

下
幸
之
助
氏
が
昭
和
七
年
五

月
五
日
に
松
下
電
器
製
作
所

（
現
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）
の
創

業
記
念
式
を
行
い
、
「
事
業

の
真
の
使
命
」
を
発
表
し
ま

し
た
。
そ
れ
は
「
生
産
者
の

使
命
は
貴
重
な
る
生
活
物
資

を
水
道
の
水
の
如
く
無
尽
蔵

に
た
ら
し
め
る
こ
と
で
あ
る
。

い
か
に
貴
重
な
る
も
の
で
も

量
を
多
く
し
て
無
代
に
等
し

い
価
格
を
も
っ
て
提
供
す
る

こ
と
に
あ
る
。
か
く
し
て
こ

そ
貧
は
取
り
除
か
れ
て
い
く
。

貧
よ
り
生
ず
る
あ
ら
ゆ
る
悩

み
は
取
り
除
か
れ
て
い
く
」

で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
後
に

「
水
道
哲
学
」
と
呼
ば
れ
る

考
え
方
で
す
。
五
月
五
日
は

同
社
の
創
立
記
念
日
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
幸
之
助
氏
自
身
が

「
倶
楽
部
五
十
年
史
」
の
誌

上
で
「
（
大
ホ
ー
ル
が
）
松

下
電
器
発
展
途
上
に
お
け
る

画
期
的
な
「
中
興
の
場
だ
」

と
言
え
る
と
思
う
。
」
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

幸
之
助
氏
は
倶
楽
部
を
愛

し
、
昭
和
三
十
四
年
に
は
理

事
長
を
務
め
、
以
降
歴
代
社

長
な
ど
が
理
事
長
を
務
め
て

い
る
。
倶
楽
部
百
周
年
の
理

事
長
が
同
社
の
大
坪
文
雄
会

長
だ
っ
た
こ
と
も
縁
の
深
さ

が
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
こ
で
私
が
在
職
時
に
体

験
し
た
こ
と
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
あ
る
年
の
四
月
初
め
、

当
時
の
中
村
邦
夫
社
長
が
大

ホ
ー
ル
舞
台
の
演
台
に
立
ち
、

新
入
社
員
向
け
の
ビ
デ
オ
撮

影
を
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
が

会
社
の
出
発
点
で
あ
る
と
示

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

次
に
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
へ
の

社
名
変
更
時
に
、
幸
之
助
氏

「
ゆ
か
り
の
地
」
に
と
氏
が

使
用
さ
れ
た
役
員
用
会
議
机

の
寄
贈
を
受
け
、
二
階
特
別

会
議
室
に
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
平
成
二
十
一
年
、
経
済
産

業
省
か
ら
本
館
建
物
の
「
近

代
化
産
業
遺
産
」
認
定
に
際

し
、
幸
之
助
氏
が
創
業
記
念

式
で
「
水
道
哲
学
」
の
演
説

を
行
っ
た
有
名
な
場
所
で
あ

る
と
明
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

元
中
央
電
気
倶
楽
部

常
務
理
事

西
牧
隆
利

〇
四
月
一
日
に
会
報
三
二

号
を
発
行
し
ま
し
た
。

〇
甘
茶
で
藤
ま
つ
り
は
中

止
し
ま
し
た
。

毎
年
四
月
に
開
催
し
て

い
ま
し
た
藤
ま
つ
り
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を

受
け
て
残
念
な
が
ら
中

止
し
ま
し
た
。

〇
記
念
碑
の
定
期
点
検
を

実
施
し
ま
し
た
。

毎
年
五
月
に
実
施
し
て

い
ま
し
た
記
念
碑
の
定

期
点
検
と
清
掃
活
動
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
に
配
慮
し

て
十
一
月
に
延
期
し
て

実
施
し
ま
し
た
。
募
金

者
名
簿
が
刻
ま
れ
た
プ

レ
ー
ト
を
点
検
し
、
記

念
碑
の
汚
れ
を
洗
剤
で

き
れ
い
に
清
掃
し
ま
し

た
。

〇
十
月
一
日
に
会
報
三
三

号
を
発
行
し
ま
し
た
。

〇
ぜ
ん
ざ
い
パ
ー
テ
ィ
は
、

中
止
し
ま
し
た
。

毎
年
十
一
月
に
開
催
し
て

い
る
ぜ
ん
ざ
い
パ
ー
テ
ィ

は
、
三
密
に
な
る
こ
と
が

避
け
ら
れ
な
い
た
め
、
止

む
を
得
ず
中
止
し
ま
し
た
。

講
演
の
リ
モ
ー
ト
対
応
に

チ
ャ
レ
ン
ジ

松
下
事
業
委
員
会
で
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
現
地
ガ
イ
ド
や

講
演
活
動
等
が
難
し
い
中
、

『ZOOM

ア
プ
リ
』
を
使
用
し

た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
対
応
も

選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

先
ず
は
左
記
ア
ド
レ
ス
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ichino@iec-dns.com

副
会
長

市
野
俊
哉

松
下
幸
之
助
さ
ん
が
大
開

で
松
下
電
気
器
具
製
作
所
を

創
業
し
事
業
が
順
調
に
発
展

し
て
い
く
中
、
私
の
祖
父
・

松
本
梅
三
郎
の
自
宅
に
や
っ

て
き
て
「
お
っ
ち
ゃ
ん
、
も

う
あ
か
ん
わ
」
と
言
っ
て
き

た
こ
と
が
あ
っ
た
と
祖
父
の

末
娘
・
松
本
朝
子
が
私
に
話

を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

幸
之
助
さ
ん
の
大
開
時
代

の
窮
地
と
い
え
ば
、
大
正
十

二
年
に
発
売
し
た
砲
弾
型
自

転
車
ラ
ン
プ
が
思
う
よ
う
に

売
れ
な
く
て
、
こ
れ
が
ダ
メ

な
ら
松
下
は
つ
ぶ
れ
る
と
い

う
時
で
は
な
か
っ
た
か
と
思

い
ま
す
。

祖
父
は
「
あ
ん
た
は
、
ま

だ
若
い
ね
ん
か
ら
頑
張
り
」

と
励
ま
し
て
帰
ら
せ
た
と
叔

母
か
ら
聞
き
ま
し
た
。

そ
の
後
の
経
緯
は
皆
様
が

ご
承
知
の
通
り
、
無
償
で
ラ

ン
プ
を
店
頭
に
置
い
て
も
ら

い
効
能
を
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
で
爆
発
的
に
売
れ
苦
境
を

脱
し
た
の
で
す
。

祖
父
・
松
本
梅
三
郎
の
幸

之
助
さ
ん
と
の
関
係
の
深
さ

を
今
更
な
が
ら
に
感
じ
入
っ

て
い
ま
す
。会

長

松
本
好
治

令和３年４月１日
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特

別

寄

稿

協賛広告募集中
野田阪神 中華レストラン

北京飯店
大開１丁目２－９

TEL 6461-3505

1932年5月5日 第１回創業記念式典が挙行された5階大ホール

会 報

松
下
幸
之
助
さ
ん
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
（
そ
の
二
）

令
和
二
年
度

活
動
報
告

オンライン上の画面


